
広報なかどまり 2

主催：青森県発達障害者支援センター 後援：中泊町

「発達が他の同年代の子と違う」「関わりに難しさがある」「社会での生活に困難さを抱えている」などのお子さんや青年・

成人の人がいます。その中には、発達障がいの特性のある人が含まれていることがあります。しかし、家族や支援者など周り

の人たちが「どのように関わっていったらよいのか正直分からない」「今の自分の関わり方が合っているのか不安」という声も

聞こえてきます。発達障がいの人たちが地域で安心して生活をし続けていくためには、「発達障がいを正しく理解する」ことが

とても大切であり、その特性（特徴）や関わり方のヒントとなるような具体的な支援方法について一緒に学んでみませんか？

≪内 容≫ ① 『発達障がいの特性と具体的な支援について』

② 相談支援事業所(相談機関)の情報提供

③ 質疑応答

講師：青森県発達障害サポートコーチ 町田 徳子氏 (臨床発達心理師)

青森県発達障害者支援センター「ステップ」 勤務

６月２６日（水） 午後１：３０～３：３０

中泊町総合文化センター 「パルナス」大広間

西北五地域のみなさん、 どなたでもご参加ください

【申込み締切】 ６月２１日（金）

【申込み・問い合わせ先】

♦ 青森県発達障害者支援センター「ステップ」

℡ 017-777-8201 Fax 017-777-8202

♦ 中里保健センター ℡57－3790 ♦ 小泊保健センター ℡64-3748

講演会②

７月１日（月） 午後６：３０～８：００

中泊町中央公民館 大広間

どなたでもご参加ください

講師 青森中央短期大学准教授 高橋 佳子
よしこ

氏（助産師）
マタニティビクス・アフタービクス・ベビービクス・メノポーズケアインストラクター。
病院勤務（看護師・助産師）、青森県立保健大学看護学科（助手）を経て、2006年より青森中央短期大学看護学科勤務。

講演会のご案内 《保健センター》

母乳（おっぱい）は母と子にとってかけがえのないものであることはよく知られています。しかし、母乳の驚くべき利

点やメカニズム、母乳育児を成功させるための方法については意外と正しく知られていません。この機会に母乳本来

の姿、母乳の良さを再発見してみましょう。母乳育児は周囲のサポートがあってこそ成功していきます。子どもたちの

健康を願って、みんなで母乳育児を支援していきましょう。

参加費

無料

講演講演講 会演会演 ②会②会

７月１日（月） 午後午後午 ６：３０～８：００

中泊町中央公中央公中央 民館民館民 大広大広大 間広間広

どなたでもご参加ご参加ご ください

講師 青森中央短青森中央短青森中央 期短期短 大学准教大学准教大 授学准教授学准教 高橋高橋高 佳子佳子佳
よしこ

氏（助産師）
マタニティビクス・アクス・アク フタービクス・ベビービクス・ベビービク クス・メクス・メク ノポーズケポーズケポーズ アインストラケアインストラケ クタークターク 。
病院勤務（看護病院勤務（看護病院勤務（看 師・助護師・助護 産師・助産師・助 師）、青森県立保健大青森県立保健大青 学森県立保健大学森県立保健大 看護学学看護学学 科看護学科看護学 （助手）（助手）（助手 を経て、2006年より青森中央短央短央 期大学看護学短期大学看護学短 科期大学看護学科期大学看護学 勤科勤科 務勤務勤 。

母乳（おっぱい）は母と子にとってかけがえのないものであることはよく知られています。しかし、母乳乳乳の驚くべき利

点やメカニズム、母乳乳乳育児を成功功させるための方法については意外と正しく知られていません。この機会に母乳本来

の姿、母乳母乳母 の良さを再発見してみましょう。母乳育児は周囲のサポートがあってこそ成功成功成 していきます。子どもたちの

健康を願っ願っ願 て、みんなで母乳育児を支援していきましょう。

参加参加参加加費

無料

【申込み締切】 ６月２７日（木）

【申込み方法】 保健センターに電話で申し込みください

♦ 中里保健センター℡57－3790 ♦ 小泊保健センター℡64－3748

会 場

対 象

参加費

無料

主催：青森県発達障害発達障害発 者達障害者達障害 支援センター 後援：中泊町

「発達が他の同年代「発達が他の同年代「発達が他の同年 の子と違う」「関わりに難しさ「関わりに難しさ「関わりに難し がある」る」る 「社「社「 会での社会での社 生活に困難さを抱えている」などのお子どのお子どのお さんや青年・

成人の人がいます。その中に人がいます。その中に人 は、発達障がいの特性のは、発達障がいの特性のは ある人が含が含が まれていることがあります。ます。ます しかしかし し、し、し 家族家族家 や支族や支族 援者など周援者など周援 り

の人たちが「どのように関わっていったらよいのか正直分からない」「今の自分の関わり方が合ってが合ってが いるのか不安」不安」不安 という声も

聞こえてきます。聞こえてきます。聞こえてきます 発達障がいの人の人の たちが地域で安心安心安 して生活をし続けし続けし ていくためには、「発達障がい達障がい達 を正しく理解理解理 する」こ解する」こ解 とが

とても大切であり、その特性（特徴）や関わり方のヒントとなるような具体的な支援方法援方法援 について一緒に学んでみませんか？

≪内 容≫容≫容 ① 『発達障が発達障が発達障 いの特性と特性と特性 具体的な支援に支援に支援 ついて』

② 相談支援事業所相談支援事業所相談支援事業 (相談機談機談 関)の情報提供情報提供情報提

③ 質疑応答質疑応答質疑応

講師：青森県発達障害サポートコーチ 町田 徳子氏 (臨床発達心理師)

青森県発達障害者支援センター「ステップ」 勤務

６月２６日（水） 午後午後午 １：３０～３：３０

中泊町泊町泊 総町総町 合総合総 文化合文化合 セ文化セ文化 ンタンタン ー 「パルパルパ ナスナスナ 」大広大広大 間広間広

西北五地域西北五地域西 の北五地域の北五地域 みなさん、 どなどなど たでもご参ご参ご 加参加参 く加く加 だくだく さださだ い

【申込み締切】 ６月２１日（金）

【申込み・問い合わせ先】

♦ 青森県発達障害者支援センター「ステップ」

℡ 017-777-8201 Fax 017-777-8202

♦ 中里保健センター ℡57－3790 ♦ 小泊保健センター ℡64-3748

参加参加参加加費

無料

日 時

日 時

会 場

対 象

講演会①

　「発達が他の同年代の子と違う」「関わりに難しさがある」「社会での生活に困難さを抱えている」などのお子さんや

青年・成人の人がいます。その中には、発達障がいの特性のある人が含まれていることがあります。しかし、家族や支

援者など周りの人たちが「どのように関わったらいいのか分からない」「自分の関わり方が合っているのか不安」という

声も聞こえてきまます。発達障がいの人たちが地域で安心して生活をし続けていくためには、「発達障がいを正しく理解

する」ことがとても大切です。具体的な支援方法など、関わりのヒントについて一緒に学んでみませんか？


